
(57)【要約】

【課題】　コンクリートの床版と鋼ウェブとを有する橋

桁において、鋼ウェブを形成するための溶接作業及び鋼

板材から部材を切り出す作業を低減し、製作費用の低減

及び後期の短縮を図る。

【解決手段】　　圧延によって断面がＩ型又はＨ型に形

成された型鋼３０のウェブ部分３１を、２つの対向する

フランジ３２，３３との接合部付近から台形状のウェブ

板が交互に突き出すように切断する。切断分離された二

つフランジの双方からは、台形状のウェブ板３１’が突

き出しており、これらのウェブ板の頂部を互いに接合す

る。これにより、上下のフランジ間に鼓型又は蝶型の鋼

板からなるウェブが軸線方向に間隔をあけて配列された

鋼桁が得られる。この鋼桁の上フランジ及び下フランジ

にそれぞれ一体となるようにコンクリートの上床版及び

下床版を形成し、断面が箱形の橋桁が形成される。

【選択図】　   図５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 圧 延 に よ っ て 断 面 が Ｉ 型 又 は Ｈ 型 に 形 成 さ れ た 型 鋼 の ウ ェ ブ 部 分 を 、 ２ つ の 対 向 す る フ
ラ ン ジ と の 接 合 部 付 近 か ら 台 形 状 の ウ ェ ブ 板 が 交 互 に 突 き 出 す よ う に 切 断 す る 工 程 と 、
　 切 断 分 離 さ れ た 前 記 フ ラ ン ジ の 双 方 か ら 突 き 出 し た 前 記 台 形 状 の ウ ェ ブ 板 の 頂 部 を 互 い
に 接 合 す る 工 程 と 、
　 対 向 す る 前 記 フ ラ ン ジ を 上 下 に 配 置 し 、 上 側 の フ ラ ン ジ と 密 接 す る よ う に コ ン ク リ ー ト
の 上 床 版 を 形 成 す る 工 程 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 橋 桁 の 構 築 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 形 鋼 の 下 側 の フ ラ ン ジ と 密 接 す る よ う に コ ン ク リ ー ト フ ラ ン ジ を 形 成 す る 工 程 を 含
む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 橋 桁 の 構 築 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 型 鋼 の 下 側 の フ ラ ン ジ と 密 接 す る よ う に コ ン ク リ ー ト の 下 床 版 を 形 成 す る 工 程 を 含
み 、 　 コ ン ク リ ー ト か ら な る 前 記 上 床 版 及 び 下 床 版 と 、 こ れ ら を 連 結 す る 複 数 の 鋼 ウ ェ ブ
と で 、 断 面 形 状 を 箱 型 と す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 橋 桁 の 構 築 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
  本 願 発 明 は 、 道 路 橋 、 鉄 道 橋 、 歩 道 橋 等 に 用 い ら れ る 橋 桁 に 係 り 、 特 に 、 コ ン ク リ ー ト
か ら な る 上 床 板 と 、 鋼 ウ ェ ブ と を 有 す る 橋 桁 の 構 築 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 コ ン ク リ ー ト 、 特 に プ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リ ー ト で 形 成 さ れ る 橋 桁 は 、 一 般 に コ ン ク リ
ー ト の 上 床 版 と 、 こ の 下 側 に 連 続 し て 形 成 さ れ る ウ ェ ブ と 、 こ の ウ ェ ブ の 下 端 部 に お い て
断 面 を 拡 大 す る よ う に 形 成 さ れ る 下 フ ラ ン ジ と を 備 え て い る 。 下 フ ラ ン ジ は 、 複 数 の ウ ェ
ブ の 下 端 部 を 互 い に 連 結 し 、 下 床 版 と し て 全 体 を 箱 形 の 断 面 と す る こ と も 多 く 行 わ れ て い
る 。 こ の よ う な コ ン ク リ ー ト で 構 築 さ れ る 橋 桁 で は 重 量 が 大 き く 、 軽 量 化 に よ る 基 礎 や 下
部 構 造 へ の 負 担 軽 減 が 望 ま れ て お り 、 ウ ェ ブ を コ ン ク リ ー ト に 代 え て 鋼 部 材 で 構 成 す る こ
と が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 ウ ェ ブ は 橋 桁 の 軸 線 方 向 に 連 続 す る よ う に 形 成 さ れ る の が 一 般 的 で あ る が 、 軸 線
方 向 の 連 続 し て い る と 、 コ ン ク リ ー ト の 上 床 版 又 は 下 フ ラ ン ジ （ 下 床 版 ） に プ レ ス ト レ ス
を 導 入 し よ う と し た と き に 、 上 床 版 又 は 下 フ ラ ン ジ が 橋 桁 の 軸 線 方 向 に 変 形 し よ う と す る
の を ウ ェ ブ が 拘 束 す る こ と に な り 、 効 率 よ く プ レ ス ト レ ス を 導 入 で き な い 場 合 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の た め 、 特 許 文 献 １ に は 、 コ ン ク リ ー ト の 上 床 版 と 下 床 版 と 鋼 ウ ェ ブ と を 有 す る 橋 桁
で あ っ て 、 鋼 ウ ェ ブ を 橋 桁 の 軸 線 方 向 に 分 割 し て 設 け る 橋 桁 が 提 案 さ れ て い る 。
　 こ の 橋 桁 が 備 え る 鋼 ウ ェ ブ は 、 複 数 の 板 状 部 材 を 橋 桁 の 軸 線 方 向 に 配 列 し た も の で あ り
、 こ の 板 状 部 材 の 各 々 は 、 高 さ 方 向 の 中 位 よ り 上 床 版 と 接 合 さ れ る 上 辺 及 び 下 床 版 と 接 合
さ れ る 下 辺 に 近 づ く に し た が っ て 、 軸 線 方 向 の 長 さ が 徐 々 に 拡 大 さ れ た も の と な っ て い る
。 そ し て 、 板 状 部 材 の 上 辺 及 び 下 辺 に 沿 っ て 鋼 フ ラ ン ジ が 接 合 さ れ 、 こ の フ ラ ン ジ に 植 設
さ れ た ス タ ッ ド ジ ベ ル を 上 床 板 又 は 下 床 版 の コ ン ク リ ー ト に 埋 め 込 ん で 接 合 す る 。 ま た 、
橋 桁 に 作 用 す る せ ん 断 力 に よ っ て 斜 め に 圧 縮 力 が 作 用 す る 方 向 に は 、 板 状 部 材 の 側 面 に ス
タ ッ ド ジ ベ ル が 植 設 さ れ 、 該 ス タ ッ ド ジ ベ ル を 埋 め 込 む よ う に 、 コ ン ク リ ー ト 製 の リ ブ が
形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 橋 桁 で は 、 ウ ェ ブ を 鋼 部 材 と し 、 そ の 特 徴 的 な 形 状 に よ り 軽 量 化 す る こ と が で き る
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。 ま た 、 独 立 し た 板 状 部 材 を 配 列 し て ウ ェ ブ を 形 成 す る の で 、 現 場 で ウ ェ ブ を 連 続 し た 状
態 に 組 み 立 て る た め の 溶 接 が 不 要 と な り 、 橋 桁 の 構 築 が 容 易 と な っ て コ ス ト が 低 減 さ れ る
。 ま た 、 ウ ェ ブ が 軸 線 方 向 の 変 形 を 拘 束 す る こ と が 少 な く な り 、 上 床 板 又 は 下 床 版 の プ レ
ス ト レ ス を 有 効 に 導 入 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ２ ０ ８ １ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 の 橋 桁 で は 、 そ の 構 築 方 法 に お い て 次 に 示 す よ う な 解 決 が 望 ま れ る
課 題 が あ る 。
　 鋼 製 の ウ ェ ブ は 、 一 般 に 工 場 に お い て 製 作 さ れ る が 、 そ の 特 徴 的 な 形 状 を 鋼 板 材 か ら 切
り 出 す の に 作 業 工 数 が 多 く な り 、 効 率 の 改 善 が 望 ま れ る 。 ま た 、 鋼 板 材 を 有 効 に 利 用 す る
た め の 板 取 り 等 を 改 善 し て よ り 低 価 格 で の 製 作 が 望 ま れ て い る 。 さ ら に 、 鋼 製 の ウ ェ ブ と
コ ン ク リ ー ト 床 版 と を 接 合 す る た め の 鋼 フ ラ ン ジ は 、 溶 接 に よ っ て 鋼 ウ ェ ブ と 接 合 す る こ
と に な り 、 溶 接 に 多 く の 作 業 工 程 及 び 費 用 を 要 し て い る 。 特 に 、 小 規 模 の 橋 梁 や 歩 道 橋 等
の 橋 桁 を 対 象 と し た 場 合 、 部 材 寸 法 が 小 さ く 、 鋼 重 量 も 小 さ く な る た め 、 溶 接 に よ る 接 合
及 び 鋼 板 材 の 切 断 に 要 す る 費 用 の 割 合 が 増 加 し 、 こ れ ら の 費 用 の 削 減 、 工 期 の 短 縮 が 求 め
ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 願 発 明 は 、 上 記 の よ う な 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 コ ン ク リ ー
ト の 床 版 と 鋼 ウ ェ ブ と を 有 す る 橋 桁 に お い て 、 鋼 ウ ェ ブ を 形 成 す る た め の 溶 接 作 業 及 び 鋼
板 材 か ら 部 材 を 切 り 出 す 作 業 を 低 減 し 、 製 作 費 用 の 削 減 及 び 後 期 の 短 縮 を 図 る こ と で あ る
。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 １ に 係 る 発 明 は 、 　 圧 延 に よ っ て 断 面 が Ｉ 型 又 は Ｈ
型 に 形 成 さ れ た 型 鋼 の ウ ェ ブ 部 分 を 、 ２ つ の 対 向 す る フ ラ ン ジ と の 接 合 部 付 近 か ら 台 形 状
の ウ ェ ブ 板 が 交 互 に 突 き 出 す よ う に 切 断 す る 工 程 と 、 　 切 断 分 離 さ れ た 前 記 フ ラ ン ジ の 双
方 か ら 突 き 出 し た 前 記 台 形 状 の ウ ェ ブ 板 の 頂 部 を 互 い に 接 合 す る 工 程 と 、 　 対 向 す る 前 記
フ ラ ン ジ を 上 下 に 配 置 し 、 上 側 の フ ラ ン ジ と 密 接 す る よ う に コ ン ク リ ー ト の 上 床 版 を 形 成
す る 工 程 と を 含 む 橋 桁 の 構 築 方 法 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 方 法 で は 、 型 鋼 の ウ ェ ブ 部 分 を 切 断 す る こ と に よ り 、 フ ラ ン ジ か ら 台 形 状 の ウ ェ ブ
板 が 垂 直 に 突 き 出 し た 二 つ の 部 材 が 同 時 に 形 成 さ れ る 。 そ し て 、 こ れ ら の 部 材 を 、 上 フ ラ
ン ジ か ら 台 形 状 の ウ ェ ブ 板 が 下 方 に 突 き 出 し た 状 態 、 及 び 下 フ ラ ン ジ か ら 台 形 状 の ウ ェ ブ
板 が 上 方 に 突 き 出 し た 状 態 に 支 持 し 、 台 形 状 の ウ ェ ブ 板 の 頂 部 同 士 を 突 き 合 わ せ て 接 合 す
る こ と に よ り 、 型 鋼 の 寸 法 よ り 大 き い 高 さ の 桁 状 の 鋼 部 材 が 形 成 さ れ る 。 そ し て 、 上 下 の
ウ ェ ブ 板 は 接 合 さ れ て 、 複 数 の 板 状 の 鋼 ウ ェ ブ が 橋 桁 の 軸 線 方 向 に 配 列 さ れ た も の と な る
。 こ れ ら の 鋼 ウ ェ ブ は 、 高 さ 方 向 の 中 位 よ り 前 記 上 床 版 と 接 合 さ れ る 上 辺 及 び 下 辺 に 近 づ
く に し た が っ て 橋 桁 の 軸 線 方 向 の 寸 法 が 拡 大 さ れ た 形 状 す な わ ち 鼓 型 又 は 蝶 型 と な る 。 こ
の よ う な 鋼 桁 が 少 な く と も コ ン ク リ ー ト の 上 床 版 と 接 合 さ れ 、 こ れ ら が 一 体 と な っ て 曲 げ
モ ー メ ン ト 及 び せ ん 断 力 に 対 し て 有 効 に 抵 抗 す る も の と な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 上 記 の よ う に 鋼 ウ ェ ブ を 製 作 す る と き に 、 型 鋼 の 上 下 の フ ラ ン ジ は 、 鋼 ウ ェ ブ と
既 に 連 続 し た も の と な っ て お り 、 鋼 ウ ェ ブ と フ ラ ン ジ を 溶 接 等 で 接 合 す る 必 要 が な く な る
。 こ れ に よ り 鋼 部 材 の 溶 接 量 が 大 幅 に 低 減 さ れ 、 製 作 コ ス ト の 削 減 、 工 期 の 短 縮 が 可 能 と
な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 橋 桁 の 構 築 方 法 に お い て 、 　 前 記 型 鋼 の 下 側
の フ ラ ン ジ と 密 接 す る よ う に コ ン ク リ ー ト フ ラ ン ジ を 形 成 す る 工 程 を 含 む も の と す る 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の よ う に コ ン ク リ ー ト フ ラ ン ジ を 形 成 す る 工 程 を 含 む こ と に よ り 、 コ ン ク リ ー ト フ ラ
ン ジ は 上 床 版 と と も に 橋 桁 の 曲 げ 剛 性 を 大 き く す る こ と に 寄 与 し 、 大 き な 曲 げ モ ー メ ン ト
に 抵 抗 す る こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 鋼 ウ ェ ブ が 橋 桁 の 軸 線 方 向 に 間 隔 を あ け て 配 置 さ れ
る こ と に な る が 、 コ ン ク リ ー ト フ ラ ン ジ は 鋼 ウ ェ ブ 間 で せ ん 断 力 に 対 し て 有 効 に 抵 抗 す る
も の と な る 。
　 上 記 コ ン ク リ ー ト フ ラ ン ジ を 形 成 す る 工 程 は 、 分 割 し た 型 鋼 を 接 合 し た 後 又 は 接 合 す る
前 に 工 場 で 行 う の が 望 ま し く 、 管 理 さ れ た 環 境 で 品 質 の 良 好 な コ ン ク リ ー ト フ ラ ン ジ を 製
作 す る こ と が で き る 。 そ し て 、 工 場 で 製 作 す る こ と に よ り 現 場 で の 作 業 が 低 減 さ れ 、 工 期
の 短 縮 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 橋 桁 の 構 築 方 法 に お い て 、 　 前 記 型 鋼 の 下 側
の フ ラ ン ジ と 密 接 す る よ う に コ ン ク リ ー ト の 下 床 版 を 形 成 す る 工 程 を 含 み 、 　 コ ン ク リ ー
ト か ら な る 前 記 上 床 版 及 び 下 床 版 と 、 こ れ ら を 連 結 す る 複 数 の 鋼 ウ ェ ブ と で 、 断 面 形 状 を
箱 型 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 形 鋼 の 上 フ ラ ン ジ に 接 合 さ れ た コ ン ク リ ー ト の 上 床 版 に 加 え て 、 下 側 の フ ラ ン ジ に 密 接
し て コ ン ク リ ー ト の 下 床 版 が 形 成 さ れ る こ と に よ り 、 こ の 橋 桁 の 剛 性 が 大 き く な り 、 特 に
箱 形 と す る こ と に よ っ て ね じ り に 対 す る 剛 性 が 増 大 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 願 発 明 で は 、 鋼 ウ ェ ブ が 軸 線 方 向 に 分 割 し て 配 列 さ れ て い る 橋
桁 に お い て 、 鋼 ウ ェ ブ を 構 成 す る 部 材 の 溶 接 量 を 低 減 し 、 橋 桁 の 製 作 費 用 を 低 減 す る と と
も に 、 工 期 を 短 縮 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 　 以 下 、 本 願 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 本 願 発 明 の 一 実 施 形 態 で あ る 橋 桁 の 側 面 図 及 び 断 面 図 で あ り 、 図 ２ は 、 同 じ 橋
桁 の 下 方 か ら の 斜 視 図 で あ る 。 ま た 、 図 ３ は 、 同 じ 橋 桁 の 桁 端 付 近 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
　 こ の 橋 桁 ２ は 、 対 峙 す る ２ 基 の 橋 台 １ ａ 、 １ ｂ 間 に 支 持 さ れ た 単 純 桁 と な っ て お り 、 コ
ン ク リ ー ト か ら な る 上 床 版 １ １ と 、 そ の 下 方 に 支 持 さ れ る コ ン ク リ ー ト の 下 床 版 １ ２ と 、
上 記 上 床 版 １ １ と 下 床 版 １ ２ と を 連 結 し 、 ウ ェ ブ と し て 機 能 す る 鋼 部 材 １ ３ と で 主 要 部 が
構 成 さ れ 、 上 記 上 床 版 １ １ と 下 床 版 １ ２ と 鋼 部 材 １ ３ と で 箱 形 の 断 面 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 上 床 版 １ １ は 、 鋼 部 材 １ ３ 上 に 現 場 で 打 設 さ れ た コ ン ク リ ー ト に よ っ て 形 成 さ れ て
お り 、 こ の 上 に 路 面 が 形 成 さ れ る も の で あ り 、 橋 桁 と 直 角 方 向 に Ｐ Ｃ 鋼 材 （ 図 示 し な い ）
が 配 置 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ れ ら の PC鋼 材 を 緊 張 し 、 コ ン ク リ ー ト に 定 着 す る こ と に よ
っ て プ レ ス ト レ ス が 導 入 さ れ て お り 、 車 両 等 の 荷 重 に よ っ て 上 床 版 に 作 用 す る 曲 げ モ ー メ
ン ト に 対 し て 抵 抗 す る も の と な っ て い る 。 な お 、 本 例 で は 橋 桁 の 軸 線 方 向 に は プ レ ス ト レ
ス が 導 入 さ れ て な い が 、 橋 桁 が 連 続 桁 、 ラ ー メ ン 構 造 と な る 場 合 に は 、 上 床 版 に も プ レ ス
ト レ ス を 導 入 す る こ と が で き る 。
　 一 方 、 下 床 版 １ ２ に は 、 橋 軸 方 向 に プ レ ス ト レ ス が 導 入 さ れ 、 桁 に 作 用 す る 正 の 曲 げ モ
ー メ ン ト に 対 し て 、 下 床 版 の コ ン ク リ ー ト に 過 度 の 引 張 応 力 が 生 じ な い よ う に な っ て い る
。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 記 鋼 部 材 １ ３ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 鋼 ウ ェ ブ ２ １ と 、 そ の 上 辺 に 沿 っ て 両 側 へ ほ ぼ
直 角 に 張 り 出 し た 上 フ ラ ン ジ ２ ２ 及 び 下 辺 に 沿 っ て 両 側 へ 張 り 出 し た 下 フ ラ ン ジ ２ ３ と で
主 要 部 が 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 鋼 ウ ェ ブ ２ １ は 、 上 辺 と 下 辺 と の 中 間 位 置 で 幅 が 最 も 小 さ く 、 上 辺 又 は 下 辺 に 近 づ
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く に 従 っ て 幅 す な わ ち 桁 の 軸 線 方 向 の 寸 法 が 直 線 的 に 拡 大 さ れ て お り 、 鼓 形 と な っ て い る
。 上 フ ラ ン ジ ２ ２ 及 び 下 フ ラ ン ジ ２ ３ は 、 上 記 鋼 ウ ェ ブ ２ １ の 上 縁 又 は 下 縁 に 連 続 し て お
り 、 上 フ ラ ン ジ ２ ３ の 上 面 お よ び 下 フ ラ ン ジ ２ ３ の 下 面 に は 、 複 数 の ス タ ッ ド ジ ベ ル ２ ４
が 植 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 記 鋼 ウ ェ ブ ２ １ の 箱 形 断 面 の 内 側 と な る 面 に も 、 せ ん 断 力 の 作 用 時 に 圧 縮 応 力 が 作 用
す る 斜 め 方 向 に 沿 っ て 、 複 数 の ス タ ッ ド ジ ベ ル ２ ５ が 植 設 さ れ て い る 。 そ し て 、 鋼 ウ ェ ブ
２ １ を 形 成 す る 鋼 板 に 密 接 す る と と も に 、 上 記 ス タ ッ ド ジ ベ ル ２ ５ を 埋 め 込 む よ う に コ ン
ク リ ー ト 部 材 ２ ７ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の コ ン ク リ ー ト 部 材 ２ ７ は 斜 め 方 向 の 柱 状 と な り
、 せ ん 断 力 作 用 時 の 斜 め 圧 縮 力 を 負 担 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 上 床 版 １ １ お よ び 下 床 版 １ ２ の コ ン ク リ ー ト は 、 上 記 上 フ ラ ン ジ ２ ２ の 上 面 又 は 下 フ ラ
ン ジ ２ ３ の 下 面 に 密 接 す る と と も に 、 上 記 ス タ ッ ド ジ ベ ル ２ ４ を 埋 め 込 む よ う に 形 成 さ れ
て お り 、 こ れ に よ っ て 上 床 版 １ １ と 鋼 部 材 １ ３ と 下 床 版 １ ２ と が 一 体 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の よ う な 橋 桁 で は 、 鋼 ウ ェ ブ が 上 下 方 向 の 中 位 部 分 で 軸 線 方 向 の 寸 法 が 小 さ く 、 上 辺
及 び 下 辺 に 近 づ く に つ れ て 拡 大 さ れ た 鼓 の よ う な 形 状 を し て い る 。 し た が っ て 、 せ ん 断 力
が 作 用 し た 時 は 、 図 3に 示 す よ う に 、 鋼 ウ ェ ブ に は 斜 め 方 向 の 引 張 力 Aと 、 こ れ に 交 差 す る
方 向 の 圧 縮 力 Bと が 作 用 し て 、 せ ん 断 力 に 対 し て 有 効 に 抵 抗 す る 。 そ し て 、 柱 状 の コ ン ク
リ ー ト 部 材 ２ ７ は 、 斜 め 方 向 の 圧 縮 力 Bの 一 部 を 分 担 し 、 鋼 ウ ェ ブ ２ １ の 座 屈 を 防 止 す る
。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 鋼 部 材 １ ３ は 、 鼓 形 の 鋼 ウ ェ ブ ２ １ が 橋 桁 の 軸 線 方 向 に 分 割 し て 配 列 さ れ て い る
の で 、 軸 線 方 向 の プ レ ス ト レ ス が 導 入 さ れ た 時 に 、 鋼 ウ ェ ブ が 軸 線 方 向 の 変 形 を 拘 束 す る
こ と が 少 な い 。 し た が っ て 、 少 な い 緊 張 材 で 有 効 に プ レ ス ト レ ス を 導 入 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 に 、 上 記 橋 桁 の 構 築 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
　 上 記 橋 桁 の 構 築 に 用 い ら れ る 鋼 部 材 １ ３ は 、 圧 延 に よ っ て 形 成 さ れ た 型 鋼 で 、 一 般 に Ｈ
型 鋼 又 は Ｉ 型 鋼 と 称 さ れ る も の を 加 工 し て 形 成 さ れ た も の で あ る 。 そ の 製 作 は 、 工 場 又 は
現 場 付 近 に 設 け ら れ た 製 作 ヤ ー ド で 行 う の が 望 ま し く 、 次 の よ う な 工 程 に よ っ て 行 う こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 最 初 の 工 程 に お い て 、 図 ５ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 圧 延 に よ っ て 断 面 が Ｉ 型 又 は Ｈ 型 に 形
成 さ れ た 型 鋼 ３ ０ の ウ ェ ブ 部 分 ３ １ に 、 切 断 線 ３ ４ を マ ー キ ン グ す る 。 こ の 切 断 線 は 、 ２
つ の 対 向 す る フ ラ ン ジ の 一 方 ３ ３ と の 接 合 部 付 近 か ら 反 対 側 の フ ラ ン ジ ３ ２ と の 接 合 部 付
近 に 向 け て 軸 線 と 斜 め 方 向 に 切 断 す る よ う に 設 定 す る 。 そ し て 、 反 対 側 の フ ラ ン ジ ３ ２ と
の 接 合 部 付 近 を 軸 線 方 向 に 所 定 長 を 切 断 し た 後 、 再 び 反 対 側 の フ ラ ン ジ ３ ３ と の 接 合 部 付
近 に 向 け て 斜 め 方 向 に 切 断 す る 。 そ の 後 、 フ ラ ン ジ ３ ３ と の 接 合 部 付 近 を 軸 線 方 向 に 切 断
し 、 再 び 反 対 側 の フ ラ ン ジ ３ ２ に 向 け て 斜 め 方 向 に 切 断 す る も の と し 、 こ れ を 繰 り 返 す も
の で あ る 。 こ の と き 軸 線 に 沿 っ て 切 断 す る 長 さ 及 び 斜 め 方 向 の 切 断 線 の 角 度 は 、 全 て 同 じ
に 設 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の よ う に 設 定 さ れ た 切 断 線 の マ ー キ ン グ に 沿 っ て ウ ェ ブ 部 分 を 切 断 す る と 、 図 ５ （ ｂ
） に 示 す よ う に 二 つ の フ ラ ン ジ ３ ２ ， ３ ３ が 分 離 さ れ 、 こ れ ら の フ ラ ン ジ ３ ２ ， ３ ３ か ら
同 じ 寸 法 の 台 形 状 の ウ ェ ブ 板 ３ １ ’ が 同 じ 間 隔 で 突 き 出 し た も の が 形 成 さ れ る 。 切 断 は 、
機 械 的 に 切 断 す る も の で あ っ て も 良 い し 、 ガ ス 溶 断 で も よ い 。 こ の よ う に し て 切 断 さ れ た
二 つ の 部 材 の 位 置 を 移 動 し 、 接 合 部 付 近 か ら 台 形 状 に 交 互 に 突 き 出 し た ウ ェ ブ 板 ３ １ ’ の
頂 部 が 互 い に 突 き 合 わ さ れ る よ う に 配 置 す る 。 そ し て 、 双 方 の フ ラ ン ジ か ら 突 き 出 し た 台
形 状 の ウ ェ ブ 板 ３ １ ’ の 頂 部 を 互 い に 突 き あ わ せ 、 こ れ ら を 接 合 す る 。 接 合 は 溶 接 す る の
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が 望 ま し い が 、 添 設 板 を 用 い て 高 力 ボ ル ト で 接 合 す る も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 上 記 の よ う に 一 旦 二 つ に 分 割 さ れ た 型 鋼 を 再 度 接 合 す る こ と に よ り ， 上 下 二 つ の フ ラ ン
ジ ２ ２ ， ２ ３ と 、 軸 線 方 向 に 分 割 さ れ 、 間 隔 を 空 け た 位 置 で 上 下 の フ ラ ン ジ に 接 合 さ れ た
鋼 ウ ェ ブ ２ １ と を 有 す る 桁 状 の 鋼 部 材 １ ３ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 記 鋼 部 材 １ ３ の 上 フ ラ ン ジ ２ ２ の 上 面 、 下 フ ラ ン ジ ２ ３ の 下 面 及 び 鋼 ウ ェ ブ ２ １ の 側
面 に は 複 数 の ス タ ッ ド ジ ベ ル ２ ４ 、 ２ ５ を 溶 接 に よ っ て 植 設 し た 後 、 図 ６ （ ａ ） に 示 す よ
う に こ の 鋼 部 材 １ ３ を 横 に 倒 し た 状 態 で 支 持 す る 。 そ し て 、 鋼 ウ ェ ブ ２ １ の 側 面 と 密 着 す
る と と も に 、 こ の 鋼 ウ ェ ブ ２ １ に 植 設 さ れ た ス タ ッ ド ジ ベ ル ２ ５ を 埋 め 込 む よ う に コ ン ク
リ ー ト を 打 設 し 、 柱 状 の コ ン ク リ ー ト 部 材 ２ ７ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 次 に 、 下 側 の フ ラ ン ジ に 密 接 す る よ う に コ ン ク リ ー ト の 下 床 版 １ ２ の 一 部 と な る 部 材 １
２ ａ を 形 成 す る 。 こ の 工 程 は 、 図 ６ （ ｂ ） に 示 す よ う に 鋼 部 材 １ ３ の 上 下 を 逆 に し て 支 持
し 、 型 枠 ４ １ を 設 け て コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る 。 こ の と き 、 コ ン ク リ ー ト 部 材 １ ２ ａ か ら
は 側 方 に 複 数 の 鉄 筋 ４ ２ が 突 出 す る よ う に 配 置 し て お く 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 コ ン ク リ ー ト が 硬 化 し た 後 、 上 記 鋼 部 材 １ ３ を 橋 桁 の 架 設 現 場 に 搬 入 し 、 図 ７ に 示 す よ
う に 所 定 の 位 置 に 支 持 す る 。 設 置 す る 橋 台 １ 上 に は 積 層 ゴ ム 等 か ら な る 支 承 ３ を 設 け て お
き 、 こ の 上 に 載 置 す る 。 鋼 部 材 １ ３ の 据 え 付 け は 、 製 作 し た 工 場 又 は 製 作 ヤ ー ド 等 か ら ト
レ ー ラ ー 等 で 現 場 に 搬 入 し 、 大 型 ク レ ー ン 車 に よ り 吊 り 上 げ 、 所 定 の 位 置 に 架 設 す る 。 ス
パ ン が ２ ０ ｍ 程 度 の 小 規 模 な 橋 桁 の 場 合 は 、 運 搬 及 び 吊 り 上 げ て 所 定 の 位 置 に 架 設 す る こ
と が 可 能 な 限 り 、 支 間 で 連 続 し た 桁 と し て 製 作 し 、 分 割 製 作 さ れ た も の を 接 合 す る こ と は
行 わ な い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 工 場 等 で 製 作 さ れ た 鋼 部 材 １ ３ が 架 設 現 場 の 所 定 の 位 置 に 設 置 さ れ る と 、 図 ７ に 示 す よ
う に 下 床 版 の コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る た め の 型 枠 を 設 け 、 コ ン ク リ ー ト を 打 設 し て 下 床 版
１ ２ を 形 成 す る 。 こ の と き 、 予 め 鋼 部 材 １ ３ と 一 体 に 形 成 さ れ た コ ン ク リ ー ト 部 材 １ ２ ａ
か ら 突 き 出 し た 鉄 筋 ４ ２ を 埋 め 込 む よ う に コ ン ク リ ー ト を 打 設 し て 、 下 床 版 １ ２ を 強 固 に
一 体 と す る 。 そ の 後 、 図 ８ に 示 す よ う に 上 床 版 を 形 成 す る た め の 型 枠 ４ ４ を 設 け 、 上 フ ラ
ン ジ ２ ２ に 植 設 さ れ た ス タ ッ ド ジ ベ ル ２ ４ を 埋 め 込 む よ う に コ ン ク リ ー ト を 打 設 し 、 鋼 部
材 １ ３ と 一 体 と な る 上 床 版 １ １ を 形 成 す る 。 そ の 後 、 必 要 な プ レ ス ト レ ス を 導 入 し て 橋 桁
を 所 定 の 位 置 で 構 築 す る 工 程 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 な お 、 上 記 実 施 形 態 で は 鋼 部 材 １ ３ の 下 側 に は 、 コ ン ク リ ー ト の 下 床 版 １ ２ が 接 合 さ れ
て い る が 、 複 数 の 鋼 部 材 １ ３ に つ い て そ れ ぞ れ 独 立 し た コ ン ク リ ー ト フ ラ ン ジ を 接 合 す る
も の で あ っ て も よ い 。 ま た 、 規 模 の 小 さ い 橋 桁 で は 、 鋼 部 材 の 下 フ ラ ン ジ ２ ３ で 引 張 力 に
抵 抗 す る も の と し て 、 コ ン ク リ ー ト フ ラ ン ジ を 省 略 す る も の で あ っ て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 図 １ 】 本 願 発 明 の 一 実 施 形 態 で あ る 橋 桁 の 側 面 図 及 び 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 橋 桁 の 下 方 か ら の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ に 示 す 橋 桁 の 橋 台 で 支 持 さ れ る 部 分 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ に 示 す 橋 桁 で 用 い ら れ る 鋼 部 材 の 概 略 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ に 示 す 鋼 部 材 の 製 作 方 法 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 １ に 示 す 橋 桁 の 構 築 方 法 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 １ に 示 す 橋 桁 の 構 築 方 法 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 １ に 示 す 橋 桁 の 構 築 方 法 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
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１ ： 橋 台 、 　 　 2： 橋 桁 、 　 　 ３ ： 支 承 、 　 　 １ １ ： 上 床 版 、 　 　 １ ２ ： 下 床 版 、 　 　 １
３ ： 鋼 部 材 、 　 　 ２ １ ： 鋼 ウ ェ ブ 、 　 　 ２ ２ ： 上 フ ラ ン ジ 、 　 　 ２ ３ ： 下 フ ラ ン ジ 、 　 　
２ ４ ， ２ ５ ： ス タ ッ ト ジ ベ ル 、 　 　 ２ ７ ： コ ン ク リ ー 一 ト 部 材 、
３ ０ ： 型 鋼 、 　 　 ３ １ ： 型 鋼 の ウ ェ ブ 部 分 、 　 　 ３ ２ ， ３ ３ ： 形 鋼 の フ ラ ン ジ 、 　 　 ３ ４
： 切 断 線 、
４ １ ： 型 枠 、 　 　 ４ ２ ： 鉄 筋 、 　 　 ４ ３ ， ４ ４ ： 型 枠 、

                                                                        

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(7) JP 2007-77658 A 2007.3.29



【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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